
11 月８日、楽楽心大ホールに

て、稚内地方気象台の方たち

を講師に迎え防災訓練を行い

ました。防災についての講義

を聞き、その後は車庫の中で

津波のメカニズムと、豪雨体

験をすることができました。

昼食は災害時を想定し、避難

食をいただきました。利用者

様は「意外と美味しいね」「量

多くてお腹いっぱいになる」

と話されていました。

12 月 25 日、運営推進協議会委

員の方々にも参加していただ

き、クリスマス会を行いまし

た。ババ抜きやビンゴ大会で

盛り上がるなか、今年もサン

タクロースからプレゼントを

受け取り、笑いの絶えないク

リスマス会になりました。

地域と繋がる
施設を目指して

小規模多機能型居宅介護施設「楽楽心」での小規模多機能型居宅介護施設「楽楽心」での
日常風景やイベントの様子をお伝えします。日常風景やイベントの様子をお伝えします。
■地域交流課　☎２－２７２２■地域交流課　☎２－２７２２

防災訓練

クリスマス会

令和７年４月１日から

病院が診療所
に変わります

病院から診療所になって変わること

■問い合わせ先
猿払村国民健康保険病院　☎ 2-3331

入院ベッド数の変更
　入院用のベッドがこれまでの 24 床から

19 床に減少します。過去４年間の平均入院

患者数は１日あたり 10.5 人で、最大の入院

者数は令和 4年に１日だけ 19 人に達しまし

た。それ以上の患者数となったことはあり

ません。このため、今後も安心して入院い

ただける環境を維持します。

　診療科目は「内科」から「内科（総合診療

科）」と「小児科」に変更されます。

　総合診療科とは、幅広い年齢層の患者さん

の健康管理を担当する診療科目です。これま

でも様々な病気について診察を行ってきまし

たが、今回「内科」から「内科（総合診療科）」

という表記に変更します。総合診療科の医師

は、一般内科に加え、産婦人科、外科、眼科、

耳鼻科、精神科など、さまざまな分野の知識

を持っています。

　小児科については、現在も子どもたちの診

療を行っていますが、転入されたご家族が

「猿払村で子どもの診療が受けられないので

は？」という不安を抱かないよう、診療科目

として「小児科」を明示します。

　また、月に 1回行われている眼科診療も引

き続き実施します。

　介護医療院とは、要介護認定を受けた方が

長期療養を必要とする場合に利用できる施設

です。ここでは、療養管理、看護、介護、機

能訓練など、医療と日常生活の支援を受ける

ことができます。

　現在の病院のベッド数は 24 床ですが、診

療所になると 19 床に減少します。一方で、

介護医療院を新たに 4床開設することで、施

設全体の合計は 23 床となり、実質的な減少

は 1床のみとなります。

介護医療院の新設

診療科目の変更

猿払村国民健康保険「病院」は、
猿払村国民健康保険「診療所」に変わります。
今回は、診療所になると変わることをご紹介します。

現在の病院が提供している機能は
すべてそのまま維持されますので
ご安心ください。
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